
 

第 1 回(仮称)学研北生駒駅中心まちづくり事業計画会議 
 

会  議  次  第 
 

 

日 時 平成 27 年 9 月 30 日（水） 
19:00～21:00 

場 所 北コミュニティセンター 
 

 

１．開 会 

 

 

２．出席者の紹介 

 

 

３．これまでの経緯について 

 

 

４．松村暢彦愛媛大学大学院教授による講演「みんなの思いをカタチにする」 

 

 

５．案 件 

 

(1)（仮称）学研北生駒駅中心まちづくり事業計画会議会則(案)について 

 

（2）座長の選出について 

 

（3）会議の進め方について 

 

（4）学研北生駒駅中心地区の現状について 

    ・各事業者による現在の事業進捗状況について 

・当該地区における道路整備の考え方について 

 

 

６．意見交換 
 

 

７．閉 会 



第１回
(仮称)学研北生駒駅中心まちづくり事業計画会議

平成２７年９月３０日
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資料１



１．これまでの経緯について
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学研北生駒駅中心地区の位置付け

◎ ｢関西文化学術研究都市｣の玄関口

◎ 本市における｢地域拠点｣

◎ 北部地域における｢賑わい商業地｣

１．これまでの経緯について
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１．これまでの経緯について

学研北生駒駅中心地区と周辺の用途地域図

北大和

白庭台

真弓

北田原

高山
第1工区

学研北生駒駅中心地区（概ねの範囲）
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高山 芝

上町



学研北生駒駅周辺まちづくり会議

１．これまでの経緯について

目 的
学研北生駒駅中心地区において、魅力的で一体感のある地
区の形成を図るため、区域内の権利者等の意見を聞きながら、
まちづくり構想としてとりまとめる。

期 間 平成26年3月～11月 (全5回)

参加者
個人地権者(17名)、法人地権者
事業者、自治会、学識者、市
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学研北生駒駅中心地区まちづくり構想 (平成27年1月策定)



２．学研北生駒駅中心地区まちづくり構想
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まちづくり構想の全体図

自然

（目標）
誰もが安心して楽しく過

ごすことができる
まちをつくる

（目標）
地域特性を活かした

みどりあふれる
まちをつくる

（目標）
環境に配慮した
持続可能な
まちをつくる

（方針）
適切な交通ネット

ワークの整備を進めます

（方針）
地域拠点にふさわしい
景観づくりを進めます

がはばたく北生駒
～過去から未来へ伸びゆくまち
地域に根を張りつながるまち～

（方針）
拠点性を高める取組み

を進めます

（方針）
地域全体の低炭素化に
向けた取組みを進めます

（方針）
エリアマネジメントに

よるまちづくりを進めます

知 夢

（将来像）

1.エリアブランドの創出
2.地区の一体性を意識し

た空間利用や取り組み

1.環境負荷の少ない建築物
(低炭素建築物)の整備や
エネルギー利用の促進

2.低炭素モビリティの導入
3.緑化の推進

1.北部地域の玄関口にふ
さわしい統一感のあるま
ちなみの形成

2.周辺の景観との調和

1.地域の交通手段となる
公共交通の確保

2.道路ネットワークにも配
慮した適切な交通処理
の検討

3.安全で利便性の高い歩
行者等の動線の確保

1.商業施設等の集積
2.生活機能の充実
3.憩いの空間づくり
4.周辺地域と連携した持続可能なまち

２．学研北生駒駅中心地区まちづくり構想
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まちの将来像(キャッチフレーズ)

自然 知 夢 がはばたく 北生駒

～過去から未来へ伸びゆくまち 地域に根を張りつながるまち～

２．学研北生駒駅中心地区まちづくり構想
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まちの目標

◎ 誰もが安心して楽しく過ごすことができるまち

◎ 地域特性を活かしたみどりあふれるまち

◎ 環境に配慮した持続可能なまち

２．学研北生駒駅中心地区まちづくり構想
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まちづくりの方針 ①

◎ 拠点性を高める取組みを進めます。
１．商業施設等の集積
２．生活機能の充実
３．憩いの空間づくり
４．周辺地域と連携した持続可能なまち

◎ 適切な交通ネットワークの整備を進めます。
１．地域の交通手段となる公共交通の確保
２．道路ネットワークにも配慮した適切な交通処理の検討
３．安全で利便性の高い歩行者等の動線の確保

２．学研北生駒駅中心地区まちづくり構想
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＊写真はイメージです



まちづくりの方針 ②

◎ 地域拠点にふさわしい景観づくりを進めます。
１．北部地域の玄関口にふさわしい統一感のあるまちなみの形成
２．周辺の景観との調和

◎ 地域全体の低炭素化に向けた取組みを進めます。
１．環境負荷の少ない建築物(低炭素建築物)の整備やエネルギー利用の促進
２．低炭素モビリティの導入
３．緑化の推進

◎ エリアマネジメントによるまちづくりを進めます。
１．エリアブランドの創出
２．地区の一体性を意識した空間利用や取組み

２．学研北生駒駅中心地区まちづくり構想
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＊写真はイメージです







1:5,000





会議の進め方について

1

資料３



学研北生駒駅中心地区のまちづくりの展開イメージ
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会議の進め方について

準備期
（まちづくり構想策定）

計画期
（まちづくり計画策定）

活動期
（まちづくりの実践）

まちづくり
構想

まちづくり
計画

まちづくりの
実践

（ガイドラインづくり、
合同イベント、

クリーン活動など）

（仮）事業計画協議会

まちづくり会議
or

（仮）まち育て交流会

まちづくり会議の構成員や周
辺住民の方々などと一緒に
検討・実践していければ良い
と考えています。

都市計画（案）に係る事項等も含めた
具体の計画づくりに取り組みます。

まちづくり計画に基づいた「事業者
の出店計画」をはじめ、地域合同
イベントの実施などの地域主体の
取組が生まれていければと期待し
ています。

学識経験者、地権者、自治会代表者、
事業者、行政職員

まちづくり会議

地権者、事業者、行政職員

（相談役）
自治会代表

（アドバイザー）
学識経験者

まちづくり構想 P.21



会議の進め方について

学研北生駒駅中心地区と周辺の用途地域図

北大和

白庭台

真弓

北田原

高山
第1工区

学研北生駒駅中心地区（概ねの範囲）
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高山 芝

上町



会議の進め方について

地区内における開発

ホームセンター
[株式会社 コメリ]

有料老人ホーム
（サービス付高齢者住宅）

[医療法人 松下会]

複合商業施設
大 和 ハ ウ ス
工業株式会社

オークワ
※平成25年12月オープン
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学研北生駒駅



まちづくり事業計画会議の進め方

会議の進め方について
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第１回事業計画会議

事業計画検討①

事業計画検討②

第２回事業計画会議

９月３０日

検討調整事項の報告

事業計画検討③

事
業
者
調
整
会
議

適宜開催

市街化調整区域内の権利者を中心
に、まちづくりについて検討

事業計画検討④


